
 

 第６回 嵯峨・さがの会（運営推進会議）次第  

 

 

開催日  令和元年 12 月 14 日（土）  司会：神
かん

取
どり

  書記：能勢 

 開催時間 午前１０時～午前１１時３０分 

開催場所 健光園デイサービスセンター（Ｂ１） 

出席者  

  西田 香代子  様   京都市嵯峨地域包括支援センター 

  デイサービスご利用者 2名 

   神
かん

取
どり

 浩一
こういち

   管理者 

  上田      デイサービス職員 

  村田      デイサービス職員 

能勢      デイサービス職員 

 酒井      デイサービス職員 

  藤原      看護師    

 

本日の進行 

１・開会あいさつ 

  本日の会議次第案内、 

  「この半年間の取り組みをお話しし、ご利用者の方からのご意見戴きたい

と思います。よろしくお願い致します」 

２・出席者自己紹介 

３・ご報告 

① 利用実績 ②現状 ③活動 ④職員関連 



４・事業所へのご要望・ご助言 

５・「インフルエンザ予防・終活について」 藤原看護師より 

 6・その他 

 

３ 報告 上田相談員より 

① 利用実績 

（１１月）登録３７名、述べ利用２０６名、新規２件、終結０件、 

稼働率７３．５％ 

 

＊ヒヤリハット報告 

 該当なし 

 

＊事故トラブル報告 

○８月１５日 お弁当に付いていた果物を入れ忘れてしまう。１９時頃厨房

職員より職員に連絡があるも帰宅しており、翌１６日謝罪と共に再度果物だ

けをお届けに上がる旨を伝える。お一人は「もういいです」もうお一人は「じ

ゃ持って来てもらおうかな」と言われそのように対応。→果物だけが離れた

場所で他の物の下に置いてあったため気付かなかったため入れ物が多数ある

場合はバラバラに置かない。またお弁当を取りに行く職員はメニューの確認

を行う。 

○１２月４日 昼食後薬の投薬忘れ。１５時半ごろ服薬されていないことに

気付く。娘様と連絡つかず、ＣＭに連絡。その場ですぐに服薬してもらうよ

う指示がありそのように対応する。→食事量を書くチェック表に昼食後薬が

あることが分かるよう記載。投薬を行った職員はチェックを行う。 

 



神取施設長より「デイの動きについて、包み隠さずオープンにするのが本日

の会の目的です。そのためのご報告と再発防止、公表の徹底を図ります」 

 

② 現在の利用状況（１１/３０日現在） 村田相談員より 

登録 37名 （男性 4名） 

 

③ デイサービス活動 

◎７月・流し素麺（つどいの広場と共催）・七夕祭り 

◎８月・夏祭り 

◎１０月・二胡演奏会  

 

＜今後の活動予定＞ 

◎12 月・ハンドベル演奏会 ・ クリスマスパーティー  

◎２月・節分豆まき  ◎３月・ひな祭り 

   

④ 職員関連（受講した研修など） 

7月 認知症サポーター研修 

   職員全体研修 

9 月 日常生活圏域地域ケア会議 

10 月 法人職員全体研修 

（部内会議） ・食中毒防止について ・送迎時の注意点 ・腰痛防止  

  

神取施設長より「日々研修の機会を設け、自己研鑽に励んでおります。 

法人内、部内、地域の会議に参加し、今後も精進を重ねて参ります」 

 



４ 皆様から事業所へのご要望・ご助言など 

 ・職員の方が一度も嫌な顔をされない、デイのある曜日が本当に楽しい。 

 ・デイで貰う脳トレプリントを家で保管し、折に触れて見直している。ここで

色々学ばせてもらい、ここに来られて有難い 

・ 地下のデイと最初聞いていたが、緑多く明るくて気に入っている。他のと

ころも見学にいったが、大きい所が良いわけではなく、心が通うところが

一番。このまま健光園にずっとお世話になるつもりです。 

 ・名札の設置希望⇒検討します 

 ・入浴について⇒出来る事・出来ない事を見極め、出来ない事は職員へ遠慮な

く伝えて下さい、出来る事はご自分でしていただくことが大切なこともお伝

えしたいことです。 

 

５ 「インフルエンザ予防・終活について」 

  藤原 看護師 

 【 インフルエンザ 】 

  ・インフルエンザウイルスが原因（飛沫感染→咳・くしゃみ） 

   ウイルスの感染力とその人の抵抗力のバランス次第で罹患する 

     ⇓ ⇓ ⇓ ⇓ ⇓ ⇓ ⇓ 

     睡眠・栄養が鍵  

   

・インフルエンザは、発熱（３８℃以上）・頭痛・関節痛など全身に症状が   

及ぶ。⇒ 手洗い・うがいの励行、咳エチケットを守る（マスク・ハンカ

チ） 

  ・正しい方法でのうがい 口の中のケアを意識する（インフルエンザになり

にくい身体にする） 



 

 【 終 活 】 

   ・「死」を恐れるのでなく、人生をよりよく締めくくるため、よりよく生

きるためのもの 

   ・自分自身で考え、主治医・家族と共有する意味 

   ・「人生会議」Ｈ30.11.30 正式に生れた言葉 

   ・単なる葬儀・墓の手配だけでなく、医療・介護・相続と人生の総決算と

遺された人の負担の軽減を図る 

   ⇒ 自分を振り返ることで、自分の大切なものが見えてくる 

   ・終末期、70％の人は自分の意思を伝えられなくなる  

   ⇒ 家族の想いと自分の想いをすりあわせること 

   ・機械に生かされていいのか、自分の人生の問題として考えるべきこと 

 

６  その他   

 【 茶話会 】栗餅といただいた八女茶で歓談のひととき 

  ・今回に限らず、思うことを職員へ伝えて下さい。そしてそのことを他の利

用者の方にも教えてあげて下さい（開かれたデイサービスに！）。 

 

＜次回開催予定 ５月～6 月頃 ＞   

 

皆様が行ってみたいと思えるさがの会にしていきたいと思います。                 

 ～ 皆様、本日はありがとうございました！ ～  

 

 

 

以上   


